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人口調べ
( 昭和48年8月1日現在)

世 帯　　　　　　　193, 730

男　　　　　　　　307, 348

女　　　　　　　　297, 607

計　　　　　　　　604, 955

( 前月より83人増)

古
代
の
住
居
跡
・
祭
祀
遺

物
出
る伊
興
の
遺
跡
を
発
掘
調
査

区
教
育
委
員
会
で
は
、
χ
内
の
文
化
財
調
査
の
一
環
と
し
て
、
去
る
(
月
三

日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
九
日
閧
、
伊
興
町
狭
間
地
区
で
埋
蔵
文
化
財
の
発
圜
鈿

査
を
行
な
い
、
古
代
の
庄
居
跡
や
多
数
の
遺
物
を
発
見
す
る
な
ど
貴
重
な
賢
料

を
収
集
し
ま
し
た
。

消
え
て
い
く
遺
跡

足
立
区
の
遺
跡
は
毛
長
堀
沿
岸
地
帯

江
戸
袋
-
伊
興
-
花
畑
に
か
け
て
分
布

し
て
お
り
、
伊
興
の
遺
跡
は
こ
れ
ら
遺

跡
觧
の
中
央
部
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
こ

か
ら
は
弥
生
式
後
期
か
ら
古
墳
時
代
に

わ
た
る
多
種
の・
遺
物
が
多
数
出
土
し
て

お
り
、
関
東
で
も
有
名
な
遺
跡
で
、
過

去
に
も
何
回
か
学
術
調
査
が
行
な
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
開
発
ブ
ー
ム
で
、

宅
地
造
成
や
工
場
な
ど
の
建
設
に
よ
っ

て
遺
跡
と
認
め
ら
れ
る
簡
所
が
消
滅
さ

れ
て
い
く
現
状
で
す
。
伊
興
の
遺
跡
も

こ
の
例
に
も
れ
ず
、
破
擾
消
滅
寸
前
の

状
況
で
す
の
で
、
現
在
の
う
ち
に
こ
れ

ら
の
遺
跡
を
調
査
し
、
学
理
的
に
郷
土

の
歴
史
を
後
世
へ
伝
え
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
国
学
院
大
学
考
古
学
第
二
研
究

室
(
調
査
団
長
大
場
磐
雄
教
授
)
に
発

掘
調
査
を
委
託
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
行
な
わ
れ
た
発
掘
地
点
は

東
伊
興
町
一
五
常
福
寺
隣
り
の
空
地
、

伊
興
町
狭
間
(
七
〇
易
行
院
隣
り
の
空

地
、
同
町
十
三
、
氷
川
神
社
前
の
空
地

の
三
地
点
で

、
い
ず
れ
も
上
地
所
有
者

の
方
々
の
こ
こ
ろ
よ
い
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
が
幸
い
で
し
た
。

中
学
生
も
発
掘
に
参
加

発
掘
と
い
っ
て
も
、
す
で
に
盛
土
さ

れ
て
い
る
た
め
、
古
代
の
地
表
を
出
す

た
め
に
は
、
一
メ
ー
ト
ル
近
く
掘
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
作
業
に
は

区
か
ら
土
木
部
が
応
援
隊
を
く
り
出

し
、
ま
た
、
区
立
中
学
校
の
社
会
科
研

究
会
の
先
生
や
生
徒
が
延
三
百
余
名
、

そ
れ
に
高
校
や
町
の
研
究
家
な
ど
も
9

鵺
調
査
団
に
協
力
、
炎
天
下
の
猛
暑
に

め
げ
ず
、
文
字
ど
お
り
汗
と
土
ま
み
幻

に
な
っ
て
発
掘
を
つ
づ
け
ま
し
た
。

三
日
目
ご
ろ
か
ら
古
代
の
住
居
跡
や

遺
物
が
つ
き
つ
き
と
現
わ
れ
、
発
見
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
調
査
団

か
ら
説
明
を
き
き
、
参
加
し
た
学
生
も

貴
重
な
体
験
と
学
習
を
重
ね
ま
し
た
。

出

て

き

た
古

代

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
五
照
紀
か

ら
七
世
紀
の
約
三
百
年
間
に
わ
た
り
、

大
集
落
の
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
ま
し
た
。
集
落
跡
か
ら
は
竪
穴
遺
跡

が
発
見
さ
れ
、
床
面
、
往
穴
、貯
蔵
穴
、

壁
、カ
マ
ド
、祭
杞
用
の
勾
玉
、管
玉
、臼

工
お
よ
び
土
錘
、
そ
の
他
多
歓
の
土
器

槊
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

過
去
の
調
査
か
ら
も
、
当
時
の
伊
興

は
入
江
か
大
河
に
直
面
し
た
漁
濺
相
半

ば
の
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
調
査
で
も
、
古
代
住
民

は
か
な
り
物
質
的
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
精
神
生
活
の
一
面
と
し
て
祭
り
に

専
念
し
、
各
種
の
孥
杞
が
く
り
返
し
行

な
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
事
実
を
物

語
る
よ
う
に
祭
杞
用
遺
物
が
多
数
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

出
土
品
に
つ
い
て

は
、
後
日
、
傴

復
、
復
元
の
の
ち
区
教
育
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
展
示
す
る
予
定
で
す
。

お
願
い

発

圄

調

査

は

、
文

化

財

保
鍵

法

に

よ

っ
て

や

た

ら
で

き
ま

せ

ん

。
都
教

育

委

員

会

を

通

じ
て

文

化

庁

に

届
出

な
け

れ

ば

な
り

ま

せ

ん
の

で

、
一

般
の

方

が

み

だ

り
に

行

な

わ

な

い
よ

う

に

し
て

く

だ

さ

い

。
ま

た

、
遺
物

等

を

発

見
し

た

點

は

、
ご
面

倒

で

も
区

教

育

委

員
会

文

化

係

へ

ご
連

絡

く

だ

さ

い
ま

す

よ

う
お

願

い

し

ま
す

。

写
真
・
・
・
上
段
は
発
掘
に
精
を
出
す
中

学
生
た
ち
、下
段
は
発
掘
さ
れ
た
タ
カ
ツ
キ

明
る
い
家
庭
は
健
康
が
一
番

無
料
健
康
診
断

一

般

健

康

診

査

年
に
一
度
も
健
康
診
断
を
受
け
る
機

会
の
な
い
刀
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お

受
け
く
だ
さ
い
。

□
検
査
の
種
類
　
レ
ン
ト
ゲ
ン
胸
部
撮

彫

。
尿
検
査
・
血
圧
剛
定

口
日
時
・
会
場

《
足
立
保
健
所
管
内
》
9
/
5

保
木
間
小
学
校
　
9
/
6

島

根
小
学
校
9
/
7

花
畑
西
小
学
校
9
/
1
0

加
平
小
学
校
　
9
/
1
1
西
新

井
第
二
小
学
校
9
/
1
2

西
新
井
小

学
校
9
/
1
3

本
木
小
学
校
9
/

1
4梅
鳥
小
学
校
　
9
/
1
7
弘
道
小
学

校
9
/
1
8

竹
の
塚
保
健
相
談
所
9
/
2
5

花
畑
小
学
校
9
/
2
6

千

寿
第
五
小
学
校
　
△
0
1
0
/
2
足
皀

保
健
所
　
△
0
1
0
/
3
弘
道
第
一
小

学
校
　
△
1
0
/
4
関
原
小
学
校
分
校

△
○
1
0
/
5
梅
島

第
一
小
学
校

♀

僅
保
健
所
簪
り
9
/
5

鹿
浜

西
小
学
校
9
/
6

江
北
小
学
校
9
/
7

元
宿
小
学
校
　
9
/
1
0
千
寿

第
一
小
学
校
9
/

‥‥‥一柳
原
小
学
校
9
/
1
2

緑
町
会
館
　
9
/
1
3
千
寿
第

三
小
学
校
9
/
1
4

ぼ
役
所
第
1
二

出
張
所
9
/
1
7

千
寿
小
学
校
　
9
/
1
8

足
立
市
場
　
9
/
1
9
東
和
保
健

相
談
所
9
/
2
0

千
寿
第
四
小
学
校
9
/
2
1

長
門
小
学
校
9
/
2
7

綾
瀬

小
学
校
9
/
2
8

唄
綾
瀬
団
地
1
0
/

―
大
谷
田
小
学
校
　
1
0
/
3
中
川

北
小
学
校

※
△
叩
・・
レ
ン
ト
ゲ
ン
胸
部
如
彫
な
し

○
印
‘・・公
害
検
診
あ
り
(
三
卜
歳
以

上
の
方
)

□
受
付
時
間
　
午
後
二
時
二
一
時
三
十

分
(
足
茫
市
場
は

午
前
-

時
?
正

午
)
な
お
、
検
査
そ・
お
受
け
に
な
る

方
は
、
上
履
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
ぐ

だ
さ
い
。

老
人
健
康
診
査

区
内
に
お
住
ま
い
の
、
明
治
四
十
一

年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
を
対

象
に
、
無
料
で
鰉
康
診
断
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

▽
期
間

九
月
一
日
か
ら
九
月
二
十
九

日
ま
で
(
診
療
時
間
内
)

▽
み
て
も
ら
う
と
こ
ろ
　
区
内
の
「
老

人
健
康
診
査
」
の
ス
テ
y
カ
ー
が
貼

っ
て
あ
る
お
医
者
さ
ん

な
お
、
ね
た
き
り
の
方
も
訪
問
診
断

を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
お

医
者
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、R
役
所
一
階
保
健

係
へ
ど
う
ぞ
。

お年寄りの

施設見学会

区
で
は
、
敬
老
の
日
に
ち
な

み
、
区
内
在
住
の
お
年
寄
り
を

対
象
に

施
設
見
学
会

(写
真
)
を
閧
催
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
な
お
、
黔

加
人
以
に
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
込
み
願
い
ま
す
。

▽
日

時
　

九

月

卜
(

日
(

火
)
・

十

九

日
(
水
)

午

前

九

時

十

分

ま
で

に
ほ

役
所

前

集

合
(

午

後

四

時

解

散
予

定
)

▽
見
学
コ
ー
ス
　
区
役
所
↓
新

田
老
人
館
↓
西
部
区
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
↓
白
幡
冢
↓
法
受

寺
(
桂
目
院
の
墓
)
↓

東
岳
寺
(
安
藤
広
重

の
墓
)
↓
安
哂
寺
↓

四
新
井
大
師
↓
西
新

井
駅
(
解
敵
)

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定
員
　
一
日
二
十
名

(合
計
四
十
名
)

▽
資
格
　
区
内
在
住
の

六
枦
歳
以
上
の
方

▽
申
込
み
先
　
区
役
所

広
報
課
広
聴
担
当
へ

直
接
か
電
話
で
ど
う
ぞ
(
定

貝
に
な
り
次
第
締
切
り
)

戦没者等の妻・父母

の方に特別給付金
戦
没
者
等

の
妻
、父
母

の
方
に
二
回
目

の
特
別
給

付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

◎
妻
の
方

(
ア
)
対
象
者
　

昭
和
三
十

(
年
四
月

一
凵
に
お

い
て
[
戦

没
者
等
の

妻
に
対
す

る
特
別
給

付
金
に
(二

十
万
円
国
債
)
を
受
け
る
権
利
を
有

し
た
方
で
、
か
つ
、
昭
和
四
卜
(
張

四
月
一
日
現
在
、
公
務
扶
助
り

漬

族
年
金
等
を
受
給
中
の
方

(
イ
)
支
給
額
　
六
十
万
円
(
川
M
卜
忸

償
還
)

◎
父
母
の
方

(
ア
)
対
象
者
・
昭
和
四
十
二
年
四
月
一

日
に
お
い
て
「
戦
没
者
等
の
父
母
浤

に
対
す
る
特
別
給
付
金
」(
に
r万
円

国
債
)
を
受
け
る
権
利
を
有
し
た
方

で
、
か
つ
、
昭
和
四
十
(
年
四
月
一

日
現
在
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
ふ一

等
を
受
給
中
の
方

(
イ
)
支
給
額
三
十
万
円
(
国
債
五
年

償
還
)

◎
請
求
期
限
　
妻
・
父
母
の
方
と
も
、

昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

葡
問
い
合
わ
せ
・
請
求
は
、
区
役
所

援
謹
係
へ
ど
う
ぞ
。

休
日
診
療
当
番
医

休
日
診
療
を
実
施
し
て
い
る
救
急
病

院
は
、
次
の
当
番
医
だ
け
で
す
。

休
日
診
療
は
、
た
い
へ
ん
混
雑
し
て

い
ま
す
。
急
病
以
外
の
か
は
、
で
き
ろ

だ
け
前
日
か
翌
日
恆

。利
川
く
だ
さ
ぷ

よ
う
お
願
い
し
ま
犬

▽
九
月
九
日
　
足
立
民
衆
病
院
・
:
`
一
(

(
(
丿
七
七
二
七
　
足
ぴ
東
部
病
院
-

・
・
営
(
(
(
)
・
-
匸
ニ
ー
　
綾
瀬
病

院
…
　
-
六
白
厶
-
言
二
九

▽
九
月
十
五
日
　
尾
竹
橋
病
院
・
:
¥
(

(
一
一
九
二
一
一
　
水
野
病
院
・
:営
(

九
(
-
(

〇
(
〇

関
原
中
央
病

院
・
:営
(
四
九
-
O

二
六
六

▽
九
月
十
六
日
　
梅
田
病
院
…
き
(
四

广
1
四
五
コ
　

足
立
十
全
病
院
・・・

ぎ
(
(

三
1
四
(
五
七
　
老
人
病
研

究
所
附
属
病
院
・
:
　
(
九
九
-
四
(

六
一

な
お
、医
療
時
間
は
、午
前
卜
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

9 月 の区民福祉センター・児童館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
○
五
一
七
一
〇
一

■
趣
味
の
教
室
　
生
花
教
室
　
七
日
(
金
)
午
前
十
時

材
料
費
二

百
五
十
円

は
さ
み
・
雑
巾
持
黔

定
員
三
十
名
　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
教
室

十
九
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

材
料
費
五
百
円

ヵ
y
タ
ー
・
鉄
筆
・
哉
ち
台
・
も
の
さ
し
・
は
さ
み
持
参

文
学
教

室
《
奥
の
細
道
》
二
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

木
目
込
人
形

教
室
　
二
十
六
日
(
水
)
午
後
】時

材
料
費
千
七
百
円

は
さ
み

・
目
打
・
小
皿
・
糊
ふ
き
ん
持
参

定
員
五
卜
名
　
七
彎一焼
教
室

ニ
ト
九
日
(
土
)
午
後
一
時

材
料
費
五
百
円

定
貝
二
十
五
名

■
作
文
゛
わ
た
し
の
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
"
　
　
(
日
(
土
)

・
十
二
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

■
老
人
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
　

七
日
(

金
)
午
前
九
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
九
上
四
(
四

■
お
年
寄
り
の
た
め
の
教
室
(
ぼ一
内
在
佰
(
十
歳
以
上
の
方
)
　
S

遭
教
室

九
日
(
囗
)
・
十
六
日
(
日
)
午
後
一
時

定
貝
二
十
名

茶
道
教
室
　
二
十
九
日
(
土
)
午
後
一
時

定
員
二
十
名

生
花
教

靈

十
三
日
(
木
)
・
二
十
(
日
(
金
)
午
後
二
時

定
貝
二
十
名

詩
吟
教
室
　
(

日
(
土
)
・
二
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時

申
込
み

は
五
日
(
水
)
午
前
九
時
か
ら
受
付
け
ま
す
。

■
老
人
と
子
ど
も
の
お
た
の
し
み
会
　
九
日
(
日
)
午
後
一
時
参

加
さ
れ
た
老
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。先
着
五
十
名

■
子
ど
も
映
画
会
　
十
六
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
・
三
時
・
二

お

じ
い
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
他

・

西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(

九
七
―
五
〇
二
(

■
老
人
踊
り
教
室
　
七
日
(
金
)
・
十
四
日
(
金
)
午
前
十
時
三
十

分

対
象
-
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方

■
子
ど
も
映
画
会
　
九
日
(
日
)
…
「ふ
た
り
の
口
y
テ
」他
　
十

六
日
(
日
)
…
「フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」
他
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
二
時
三
十
分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
一
〒
二
七
六
五

■
お
年
寄
り
の
た
め
の
教
室
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
　
踊

り
の
教
室
　
卜
二
日
(
水
)
・
十
九
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

民
略
教
室
　
十
三
日
(
木
)
・
二
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

■
子
ど
も
映
画
会
　
九
日
(
日
)
・・・
「
す
ず
め
ど
ん
の
鬼
た
い
じ
」

他

十
六
日
(
日
)
…
「
孫
忸
空
」
他

時
間
は
午
後
一
時
三
十
分

■
老
人
の
た
め
の
映
画
会
　
二
十
日
(
木
)
午
前
十
時
三
十

分
・・・

「
若
様
侍
捕
物
帖
」　
対
象
は
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方

【
各
教
室
の
申
込
み
は
、
直
接
各
セ
ン
タ
ー
へ

】

〈
各
セ
ン
タ
ー
と
も
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
〉

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　
　
(
九
七
上
(
九
四
(

■
映
画
会
　
九
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分
・
二

長
太
と
む
じ
な
」
他

■
卓
球
月
例
会
　
士
(
日
(
日
)
弔
後
二
時
申
込
み
は
(
日
?
十

四
凵
ま
で

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　
九
一
二
―
四
吾
二

■
子
ど
も
映
画
会
　
九
日
(
囗
)
午
後
二
時
・
・
・
[
象
の
「ナ
子
」他

■
老
人
と
子
ど
も
の
映
画
会
　
十
六
凵
(
日
)
午
後
二
時
・
二
父
ち

ゃ
ん
の
ポ
ー
が
聞
こ
え
る
」

■
お
年
寄
り
の
教
室
　
華
道
教
室
　
四
日
(
火
)
・
十
(
日
(
火
)

午
前
十
時
　
茶
道
教
室
　
十
三
囗
(
木
)・
二
十
七
日
(
木
)
午
前
十
時

《
各
施
設
と
も
月
曜
日

。
祝
日
は
休
館
日
で
す
〉
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家

庭
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

老
人
健
康
相
談

六
十
歳
を
超
え
る
高
年
に
な
ら
れ

ま
す
と
、
身
体
各
部
に
わ
た
り
老
化

現
象
が
す
す
み
。
病
気
と
老
化
が
た

が
い
に
拍
取
を
か
け
あ
っ
て
、
嵋

る
病
″
r
も
嵋
ら
な
い
病
気
"
に

な
り
か
ね
な
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
な
が
い
あ
い
だ
の
社
会
生

活
で
の
緊
張
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
が

も
と
で
、
「
高
血
圧
」
や
「
胃
腸
障

害
」
に
な
る
こ
と
も
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
高
年
に
な
る
と
し
の
ぴ
よ

る
病
気
か
ら
、
身
体
を
ま
も
る
こ
と

に
よ
り
、
人
生
後
半
の
実
り
の
多
い

生
活
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
病
気
に

か
か
る
前
に
鱇
康
管
理
を
す
る
こ
と

が
最
も
大
切
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ

う
。そ

こ
で
区
で
は
、
お
年
寄
り
の
健

康
管
理
に
役
立
て
て
も
ら
邨
つ
と
、

今
月
か
ら
毎
月
第
三
火
曜
日
と
第
三

水
曜
日
に
足
立
区
医
師
会
の
協
力
を

得
て
、
「
老
人
艙
。康
相
談
」
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
料
金
は

無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
ど
う
弋

□
対
象
　
区
内
に
お
住
ま
い
の
六
十

歳
以
上
の
方

□
相
談
内
容
　
医
師
を
招
い
て
聴
診

器
に
よ
る
内
科
系
の
診
断
と
血
圧

等
の
測
定
を
行
な
い
適
切
な
健
康

上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

□
実
施
期
間
　
昭
和
四
十
(
年
九
月
?

昭
和
四
十
九
年
三
月

□
実
施
日
時
・
場
所

▼
毎
月
第
三
水
曜
日
午
後
一
時
三
十

分
圭
二
時
三
十
分

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾

瀬
一
丁
目
五
丿
一
七
　
　
六
〇
五
-

七
一
〇
一
)

中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
関
原

二
丁
目
一
〇
一
一
〇
　
　
(
(
九
-

一
四
(
四
)

▼
毎
月
第
三
火
曜
日
午
後
一
時
三
十

分
上
二
時
三
十
分

西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
鹿
浜

二
丁
目
二
四
-
二
　
　
八
九
七
一

五
〇
一
六
)

千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
千
住

元
町
三
四
一

一
　
　
(
(
一
〒
二

七
六
五
)

問
い
合
わ
せ
は
、
東
部
区
尺
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
。

選
挙
人
名
簿
の

定
時
登
録

区
選
挙
管
理
委
甌
会
で
は
、
九
月

一
日
現
在
で
次
の
方
が
た
を
新
た
に

選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
選
挙
人
名
簿
を
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

○
足
立
区
に
昭
和
四
十
八
年
三
月
二

十
六
日
以
降
転
入
し
た
方
で
、
ヵ

月
一
日
現
在
引
き
続
き
三
か
月
山

上
住
ん
で
い
る
方

○
昭
和
二
十
(
年
七
月
十
日
か
ら
、

同
年
九
月
二
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
九
月
一
日
現
在
引
き
纃
齊

三
か
月
以
上
足
立
区
に
住
ん
で
い

る
方
(
新
有
権
者
)

な
お
、
登
録
対
象
の
方
は
、
当
区

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し
て
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

■
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

期
間
・
・
・
九
月
十
一
日
～
十
五
日
　

時
間
・
:
午
前
八
時
三
十
分
?
午
後

五
時場

所
・・・区
選
挙
管
理
委
員
会
(
区

役
所
三
階
)
お
よ
ぴ
区
役
所
出
張
所

(
た
だ
し
出
張
所
は
十
四
日
ま
で
)

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
3
2
)

―
―
千
住
三
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
一
―
―

勝
山
準
四
郎

二
丁
目
と
な
ら
ん
で
三
丁
目
は
不
住
宿
の
中
心

街
で
あ
っ
た
。
今
も
そ
の
通
り
で
あ
る
。
町
の
長

さ
は
旧
道
で
、
百
卜
七
闃
三
尺
。
他
の
町
と
ほ
と

ん
ど
変
ら
な
い
。
町
高
は
百
L
十
石
二
斗
三
升
七

合
(
持
田
地
の
収
穫
a
)

で
他
の
町
よ
り
少
い
。

宿
役
分
担
の
百
姓
は
二
十
四
軒
で
、
こ
れ

は
ほ
か
と
変
ら
な
い
。
伝
馬
二
十
一
疋
分

と
人
足
六
人
分
を
負
担
し
て
い
る
の
も
同

様
で
あ
る
。
町
全
体
の
戸
数
は
少
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
文
化
十
二
年
(
一
(
一

五
)
の
書
上
に
よ
る
と
百
(
粁
で

。
二
丁

目
の
百
七
十
二
軒
、
四
丁
目
の
二
百
軒
に

く
ら
べ
る
と
約
半
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
表

通
り
は
同
じ
町
並
で
あ
っ
て
も
、
裏
通
り

に
人
家
が
少
な
か
っ
た
か
ら
と
思

わ
れ

る
。
そ
れ
だ
け
に
広
い
宅
地
を
そ
っ
く
り
使
っ
て

い
た
店
か
多
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
二
丁
目
と
三
丁
目
境
は
、
や
は
り
六

尺
幅
の
野
道
で
あ
っ
た
。
今
は
駅
前
大
通
り
が
つ

き
ぬ
け
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
町
境
の
感
じ
が
す

る
か
、
地
図
を
よ
く
よ
く
み
る
と
、
旧
通
の
両
側

で
は
、
大
通
り
の
I
な
ら
び
北
側
の
小
路
が
町
境

で
あ
る
。
つ
ま
り
昔
の
野
道
が
生
き
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。

国
鉄
北
千
住
駅
が
、
東
耕
地
(
二
丁
目
分
)
と

牛
田
耕
地
(
三
丁
目
分
)
を
桶
内
と
し
て
、
日
本

鉄
道
土
浦
線
(
田
端
か
ら
土
浦
間
)
の
駅
と
し
て

開
設
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
(
年
の
こ
と
。
そ
し

て
旧
道
ま
で
は
割
合
早
く
大
通
り
が
闘
通
し
て
い

た
が
、
旧
道
か
ら
現
国
道
ま
で
延
畏
さ
れ
た
の
は

昭
和
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
昭
和
三

年
開
通
し
た
市
・
`
(
都
電
)
の
千
住
二
丁
目
停
留

所
で
降
り
た
客
が
、
北
千
住
駅
へ
向
う
に
は
、
今

の
三
和
銀
行
支
店
横
の
通
り
を
、
緑
屋
の
角
ま
で

行
き
、
今
の
大
通
り
を
な
な
め
に
横
切
っ
て
、
三

菱
儻
託
支
店
の
檎
か
ら
旧
道
に
出
る
の
が
唯
一
の

道
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
路
の
途
中
に
棒
屋
の
店
が

あ
り
、
臼
を
作
る
け
や
き
の
大
木
が
ご
ろ
ご
ろ
こ

ろ
が
っ
て
い
た
様
子
な
ど
、
ご
記
憶
の
方
も
多
い

と
思
う
。

こ
の
小
路
の
'つ
ち
、
三
菱
信
託
支
店
横
か
ら
旧一

遇
ま
で
を
、
人
呼
ん
で
見
番
横
町
と
言
う
。
丁
度

路
の
中
程
の
二
丁
目
側
に
見
番
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
千
住
芸
妓
の
元
締
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら

こ
の
細
い
通
り
に
は
、
芸
妓
置
屋
も
あ
れ
ば
、
女

髪
結
、
車
屋
の
店
も
多
か
っ
た
と
か
。
「
芸
者
も

多
い
時
は
、
五
、
六
十
人
い
ま
し
た
よ
。

出
か
け
た
料
亭
は

、
「
あ
め
三
」
「
幸
手

屋
」
な
ど
千
住
が
主
で
し
た
が
、
時
に
西

新
井
門
前
の
料
亭
へ
も
人
力
に
乗
っ
て
行

っ
た
も
の
で
し
た
」
(
石
坂
膺
氏
)

こ
の
見
番
も
戦
前
廃
業
と
な
り
、
横
町

の
名
だ
け
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ

と
も
見
番
が
般
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
以

降
の
こ
と
で
、
江
戸
時
代
に
は
芸
者
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
气

天
保
二
年
(
一
(
三

一
)
や
っ
と
三
味
線
師
の
旅
籠
屋
出
入
り
が
許
可

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
貧
窮
人
の
娘
と
盲
人
で
三

味
繃
稽
古
を
し
て
い
る
者
に
限
る
と
言
う
条
件
付

で
あ
る
。
衣
類
は
木
綿
肴
用
、
江
戸
芸
者
の
派
手

な
ま
ね
は
さ
せ
ま
せ
ん
と
、
町
役
人
が
誓
約
書
を

出
し
て
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ

て
こ
の
横
町
の
北
側
(
三
丁
目
分
)
が
、
千
住
宿

本
陣
の
屋
敷
跡
で
あ
る
。
(
こ
の
項
つ
づ
く
)

いまもにぎわう旧日光街道

幼
稚
園
の

保
育
料
を
減
免

区
教
育
委
員
会
で
は
、
区
内
の
公
立

ま
た
は
認
可
さ
れ
て
い
る
私
立
幼
稚
園

に
四
・
五
歳
児
(
昭
和
四
十
(
年
四
月

一
日
現
在
の
潤
年
齢
に
よ
る
)
を
通
園

さ
せ
て
い
て
、
一
定
基
準
の
収
入
を
こ

え
な
い
ご
家
庭
を
対
象
に
、
幼
稚
園
を

通
じ
保
育
料
な
ど
の
減
免
を
行
な
い
ま

す
。こ

れ
は
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
を
酖

ら
し
、
幼
稚
園
へ
の
就
閭
を
奨
励
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
、
申
込
手

続
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象

①
区
内
に
住
ん
で
い
て
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
、
お
よ
び
昭
和
四
十
(

年
度
の
区
民
税
が
非
課
税
か
均
等

割
の
世
帯

②
昭
和
四
十
(
年
度
の
区
民
税
の
所
得

剖
課
税
の
額
が
五
千
円
以
下
の
世
帯

⑧
同
じ
く
所
得
剖
課
税
の
額
が
五
千
円

を
こ
え
一
万
円
以
下
と
な
る
世
帯

※
前
記
②
、
③
と
も
同
一
世
帯
で
二
人

以
上
に
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

合
計
額
と
し
ま
す
。

■
減
免
額

①
の
場
合
の
限
度
は
年
額
二
万
円

②
の
場
合
の
限
度
は
年
額
一
万
円

③
の
場
合
の
限
度
は
年
額
五
千
円

■
手
続
き

申
込
用
紙
は
、
各
幼
碓
園
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
所
定
欄
に
記
入
の
う
夕

課
税
証
明
書
、
ま
た
は
生
活
一
保
護
&

受
け
て
い
る
福
祉
事
務
所
長
の
証
明

書
を
添
付
し
、
通
園
し
て
い
る
幼
稚

園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
各
幼
稚
園
ま
た
は
区

教
育
委
員
会
学
事
係
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

余暇を楽しく豊かに
レ クリェーション

講 習 会
区
内
に

は
、
い
ろ
い

ろ
な
形
の
サ

ー
ク
ル
・
団

体
が
結
成
さ

れ
、
い
き
い

き
と
し
た
活

動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

今
回
腎
年
団

休
活
動
の
活

発
化
を
は
か

る
と
と
も
に

広
く
青
年
の

皆
さ
ん
に
、

グ
ル
ー
プ
活
動
に
お
け
る
レ
ク
リ
エ
ー

ジ
'
ン
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

青
年
の
閭
に
健
全
な
レ
ク
リ
ェ
ー
ジ
'

ン
の
活
用
を
は
が
る
た
め
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
　
九
月
二
十
三
日
(
日
)
午
前

十
時～
午
後
四
時
九
月
二
十
五
日

(
火
)
。
二
十
七
日
(
木
)
。
十
月
二
日

(
火
)
・
四
日
(
木
)
・
十
一
日
(
木
)

午
後
七
時
?
九
時
十
月
十
三
日

(
土
)
午
後
三
時
?
十
四
日
(
日
)

午

後
四

時
《

宿
泊

講

習

会
》

■
内
容
　
講
議
・・・
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'
ン

と
は
　
実
技
…
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ユ
・

室
内
ゲ
ー
ム
・
簡
易
ス
ポ
ー
ツ
ー
ゲ

ー
ム
ソ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
(

紙
細
工
)
・
自
己
表
現
法
・
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
ー
オ
リ
ェ
ン
テ
ー

リ
ン
グ

■
会
場
　
九
月
二
十
三
日
・
二
十
五
日

・
二
十
七
日
1
千
寿
小
体
育
館

十

月
二
日
・
四
日
十
一
日
―
区
青
年
館

十
月
十
三
日
・
寸
四
日
=
水
元
青
年

の
家

■
参
加
対
象
　
青
年
一
般

■
定
員
　
六
十
名

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
育

委
貝
会
青
少
年
係
へ
ど
う
ぞ
。

部
落
問
題
の
理
解

の
た
め
に
(
2
1
)

部
落
解
放
運
動
の
歴
史
⑤

一
九
二
二
年
(
大
正
一
一
年
)
三
月

三
日
、京
都
岡
崎
公
会
竃
に
お
い
て

、

水
平
社
創
立
大
会
が
開
か
れ
た
。

全
国
各
地
よ
り
集
ま
っ
た
約
二
千

名
の
兄
弟
達
は
、心
を
】つ
に
し
て
、

過
去
数
世
紀
間
、ふ
み
に
じ
ら
れ
て

き
た
人
権
兮
つ
ば
い
返
す
嘔
を
ち
か

い
あ
い
歴
史
的
な
「宣
言
」を
採
択

し
た
。

「宣
言
」は
、
「全
国
に
散
在
す
る
」

都
落
民
が
団
結
し
、
「
か
え
っ
て
多

く
の
兄
弟
を
だ
ら
く
さ
せ
た
」
同
情

融
和
を
は
い
し
、
自
ら
の
力
で
解
放

を
闘
い
と
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
‘″
を
強

く
訴
え
た
。

そ
れ
は
「
我
々
が
エ
タ
で
あ
る
事

を
誇
り
得
る
時
が
来
た
の
だ
。
我
々

は
か
な
ら
ず
卑
屈
な
る
言
葉
と
怯
懦
(

き
ょ
う
だ
)
な
る
行
為
に
よ
っ
て
。

祖
先
を
は
す
か
し
め
、
人
間
を
口
隙

(
ぱ
う
と
く
)
し
て
は
な
ら
戀

そ

う
し
て
人
の
世
の
冷
た
さ
が
ど
ん
な

に
冷
た
い
か
、
人
間
を
い
た
わ
る
事

が
何
ん
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
我

々
は
、
心
か
ら
人
生
の
熟
と
光
を
願

求
礼
挟
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
水
平
社
は
か
く
し
て

生
ま
れ

た
。
人
の
世
に
熟
あ
れ
、
人
閥
に
光

あ
れ
。
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。

(都
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

(
八
四
I
Ξ
七
(
五
)

1
6ミ
リ
映
写
機講習

会

今
回
の
講
習
会
は
、a
閭
行
な
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
九
月
十
一
日
。十
二
日
・
十

三
日
・
十
四
日
・
十
(
日
・
十
九
日

午
後
一
時
三
十
分
?
四
時

▽
楊
所

区
青
年
館
(
東
武
線
大
師
前

駅
前
)

▽
定
員
　
五
十
名

申
込
み
は
、
九
月
六
日
か
ら
区
教
育

委
員
会
文
化
係
で
受
付
け
ま
す
。

(
定
貝
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

▽
日
時
　
九
月
十
九
日
(
水
)
・
二
十

日
(
木
)
・
二
十
一
日
(
金
)
午
後

六
時
三
十
分
?
九
時

▽
会
場
　
千
寿
第
三
小
体
育
館

▽
対
象
　
ヤ
五
歳
以
上
の
一
般
区
民

▽
参
加
費

無
料

▽
申
込
み
方
法
　
当
日
会
場
で
受
付
け

問
い
合
わ
せ
は
、
足
立
区
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
連
盟
(
長
谷
部
)
へ
ど
う
ぞ
。

(
(
一
-
九
〇
六
五

お
返
し
く
だ
さ
い

古
い
国
民
健
康
保
険
証

国
民
健
康
保
険
証
は
、(
月
三
十
一

日
で
切
替
え
に
な
り
ま
し
た
。

新
ら
し
い
保
険
証
は
、
す
で
に
皆
さ

ん
の
お
手
も
と
へ
お
送
り
し
て
あ
り
ま

す
が
、
使
え
な
く
な
っ
た
古
い
保
険
証

は
、
同
封
し
て
あ
る
返
借
川
封
筒
で
至

・
急
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

一

な
お
、
万
一
新
し
い
保
険
証
が
届
い

一
て
な
い
時
畦

区
役
所
国
保
課
賢
格
賦

課
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふるってご参加ください! 　第26回足立区民体育大会秋季競技大会

● その他の申込場所…区教育委員会体育振興係　足立区千住仲町58　和光ビル内　● 参加資格…足立区内在住在助勤・在学の方

軽
自
動
車
の

検
査
を
お
忘
れ
な
く

来
る
十
月
一
日
か
ら
、
道
路
連
送
車

両
法
に
よ
る
軽
自
動
瞋
の
検
査
が
始
ま

り
ま
す
。
対
象
は

、
軽
三
倫
と
四
輪
車

(軽
二
倫
車
を
除
く
)
で
す
。
対
象
単

は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
軽
自
動
車

検
査
協
会
で
検
査
を
受
け
、
検
査
標
章

(
ス
テ
ッ
カ
ー
)
を
表
示
し
、
自
動
車

検
査
証
を
備
え
つ
け
な
け
れ
ば
使
用
出

来
な
く
な
り
ま
す
。

検
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
次

へ
ど
う
ぞ
。

東
京
都
小
型
自
動
車
豊
備
振
興
会

八
九
¶
四
四
一
一

■
検
査
場
所

軽
自
動
車
検
査
協
会
東
京
主
管
事
務

所
(
港
区
港
南
三
丁
目
五
一

一
)

な
お
、
従
来
軽
自
動
車
の
登
録
は
、

陸
運
事
務
所
で
行
な
っ
て
い

ま
し
た

が
、
十
月
一
日
か
ら
は
軽
自
助
車
検
査

協
会
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
お
ま
ち
が

い
の
な
い

よ
う

十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
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